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婆く，擬鼠摂熱講入「水が帯、づ礫沖の酸素1謹が》ない水

　砥い地下水と二混癬した場含，なんらかの化幸的変化

を之．1磐i錆聾りの　因となゐ恐れは　　1にらり，今後の

御、　　試て残されてい急ゆ

專．むすび

　今麟の試、験轍、しプぐ地 ド注へが㌃雨∫能であることが蘇《

とな転），　葱たそ轟効ま笹も鎗諺教1ζ鯵響遭）れたQ　しカ・し当践巨飼竃

　　　　　　　1濤§君三「、入・1爵こ．1

つ餐　並8変糞むが1敷し㌧・還五∫或ア

浅諺較し，　ぎわめて大きく，、外

r「／ミ，1、ll．7、交難…誤を磁し墾めるこ

　　　　　　竃でもる。また広㌧簿闇鈴誉む果を得るには

蔦
．
のン禽薦」疑確丈の擁、入ゴ　　緊なく覧ζ、）る∫胞陰二内につい

　　　　　　　　　鍵〉2蔭％讐評斐の熱ジヘ議ヂ学な1わなけれ，

ば明構まな効織、／漂得㌧れ、癒い～｝鱒と葱え鍔れン“

　’量涙暴藤撞、さく（冷蓬実1術1獅な．轄に1よ葺翼づ艦・一1芯1言i！題即はな』・

が，ストレーナの、、態，ll入水磯水質，注入方法などにつ

いて研究の余地が1鱒N蔦p熱れている韓注。入による還流

、甥辺帯水薦　）譲ずこ／／諺注入水の水質，注！7、 y法が改

良憲れ舞ごか湾評磐ギ弩げる乏　ミ　れるが撃1生ノ～量に対喉．．

わす『かな扶歓1く麹で遼誓餐博ーるのてf，1叢演群ギ薩ミ，渥三．入できる

鱗司時に揚水も行たえるよ委な構、透にす急ことがのぞま

しいp　た重離唇惣区の、！てうに7藍｛蹴泊ζ5鰍鷺にも三薯卸ると

こ7　馨は圧入井¢）二齢要レ，麦ない雌む1一、ろ過醤　／lλに、よ〆〉て

実蓑浦ll擁よ．1、1講蕊の’li多雌繋き一1が糞磯1，～擁才しな斗・、よ5、な蓉三ヌ、雌く、幾に揖1

、恐ごとゆζ、£・要ζであ）う燈

　　　　　　　　（昭和36年3月一37年鈴肩調査）
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